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１．はじめに 

 現在、わが国の林業については低コスト化が重要な課題となっており、国有林にお

いても各種作業の低コスト化のための様々な実証研究が重ねられている。実証研究か

らは主として各作業種単位のコストについて知見が得られるが、実際の林業経営にあ

たっては、そうした様々なコストを複合的に考慮する必要がある。 

 発表者は担当区を持つ森林官補の立場から、個別の作業の低コスト化を考えるだけ

でなく、担当区全体のコストや収入を総合的かつ長期的に捉え、その将来像について

検討したいという問題意識を抱いていた。 

以上のような背景と問題意識に基づき、本研究では、国有林内の担当区を対象に、

コストや収入を総合的に集計して長期的な経営のシミュレーションを行うことのでき

るツールの作成に取り組むこととした。 

 

２．取組の方法 

 ツールは表計算ソフト（MicrosoftExcel2007）を使用して作成した。今回作成した

ツール（以下「本ツール」）は、シミュレーションにおける主要な計算等の処理をワー

クシート上の関数により行い1)、データ取込みや各種周辺機能については VBA により

作成したマクロ機能により実行するよう設計した。  

 本ツールの作成には平成 28 年 11 月 15 日に着手し、平成 28 年度森林・林業交流発

表会での発表時点における最新バージョンへの更新は平成 29 年 1 月 23 日に行った。 

 

３．取組の結果 

 以下では、まず本ツールの機能について概要を述べた上で、ツールの具体的な構造

や機能について述べる。  

 

（１）ツールの概要 

 本ツールは、対象とする担当区の森林調査簿の

CSV データを取り込むことで、一定期間内におけ

る小班ごとの毎年度の林齢、資源量、経費、収入

を自動的に計算して集計し、その推移を表および

グラフによって表示することができる（図 1）。 

また計算に使用する単価や伐期齢等の因子は自

由に変更することができ、設定変更の前後におけ

る収支の変化等について比較を行うことができる。 

                                                   
1 これは本ツールが多数のセルで再計算を繰り返す構造であり、マクロ機能による計算では処理速度が不十分であったため。 

図１ ツールの概要  



（２）ツールの構造 

 本ツールは、①計算シート、②因子管理シート、③結果閲覧シートの、主に 3 種類

のシートから構成される。以下では各シートの役割について述べる。  

  

 ① 計算シート 

  計算シートでは、各小班における年度ごとの林齢、作業、材積、経費、収入をそ

れぞれ別個のシートで計算または判定する。シートの構造はすべて共通であり、縦

軸に林小斑が並び、横軸が現時点からの経過年数を表している（図 2）。 

 

   

 

   

  各計算シートの具体的な役割は以下の表に示した通りである（表 1）。シート内の

各セルには関数が入力されており、森林調査簿データが取り込まれると、小班ごと

の施業群や面積等のデータが各シートに反映され、個々の林齢や経費等に関する計

算が自動的に実行される。なおシミュレーションの期間（つまりシートの横幅）は

デフォルトでは 100 年間であるが、この設定は自由に変更できる。 

 

 

シート名  シートの詳細  

林齢表  調査簿から得られた現時点での林齢を起点として、シミュレーション期間中の年度ごとの

林齢を決定する。主伐方法が皆伐の場合、林齢は主伐後にゼロになる。材積表は林齢

表に従って計算を行う。 

回帰表  主伐後の経過年数を示す。皆伐林分では林齢と一致するが、択伐林分の場合は異なる

数値になる（例：ヒバ択伐林分の場合、1回目主伐後から 2年後の林齢は 102、回帰年数

は 2 になる）。作業表は回帰表に従って計算を行う。 

材積表  各小班内の年度ごとの資源量について、一年分の成長量の加算と、伐採による資源量

の減算を行い、総材積を決定する。成長量は②因子管理シートのうち「収穫予想表」を

参照して決定する。 

作業表  回帰年数に応じて、年度ごとの作業内容を決定する。回帰年数と作業内容の関係につ

いては、東北森林管理局「管理経営の指針」をもとに、施業群別にあらかじめ定めたもの

を参照して決定する。 

経費表  作業内容に応じて、年度ごとの経費を決定する。経費は、面積または材積や傾斜などの

小班ごとのパラメータ、および②因子管理シートのうち「単価等管理表」から作業種ごとの

単価等を参照して決定する。 

収入表  作業内容に応じて、年度ごとの収入を決定する。収入は基本的に間伐又は主伐の作業

によって発生し、前年度の小班内総材積に伐採率を乗じて求めた伐採材積と、②因子

管理シートのうち「単価等管理表」から販売単価等を参照して決定する。  

  

H29 H30 H31 H32

1い2 59 0 1 2

1い3 39 40 41 42

1い4 38 39 40 41

1ろ2 5 6 7 8

1に1 57 58 59 0

H29 H30 H31 H32

1い2 調査 主伐 植付 下刈

1い3 調査 間伐

1い4 調査 間伐

1ろ2 下刈 下刈

1に1 調査 主伐

H29 H30 H31 H32

1い2 121,000 882,100 851,400 120,350

1い3 212,000 492,100

1い4 182.000 411,000

1ろ2 245,000 245,000

1に1 212,000 1015,500

表１ 計算シート一覧  

図２ 計算シートのイメージ（左から林齢表、作業表、経費表。数値は仮定値） 



② 因子管理シート 

  因子管理シートは単価等管理表、施業群表、収穫予想表の 3 つである（表 2,3）。

計算シートの関数は因子管理シートを参照しており、単価や設定を変更すると自動

的に再計算が行われる。また１つの作業について複数種類の単価が存在する場合は、

それぞれの導入率に応じた加重平均によって単価を決定する 2)。各単価に加え、各導

入率についても自由に設定可能であり、各作業種の単価や導入率の変化に応じて担

当区全体の収支がどのように変化するかといったことを試算することができる。  
 

 

シート名  シートの詳細  

単価等管理表  各種作業の経費や収入に係る単価や各種導入率を一元的に管理する。設定できる因

子については表 3 のとおり。 

施業群表  施業群ごとの伐期齢、主伐方法（伐採率）、更新方法、成長率などを管理する。東北森

林管理局「管理経営の指針」に基づき作成。内容は変更することもできる。 

 

収穫予想表  林齢ごとの一年間での材積の増加率（成長率）を、樹種別に定めた表。東北森林管理

局業務資料より作成。樹種ごとの各林齢における標準的な ha 当たり材積についても整

理してあり、資源量の初期値が不自然であるような場合の補正にも用いる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 結果閲覧シート 

  結果閲覧シートはグラフ、総括表、レポートの 3 つである。計算シートにおける

計算結果はすべて総括表シートで集計され、収支や資源量等の期間中の推移を一覧

表として閲覧できる（図 3）。グラフシートには主要な集計値に関するグラフをあら

かじめ作成してあり、各種数値の推移を視覚的に把握することができる（図 4）。  

レポートシートについては「（３）ツールの機能」において詳述する。  
 

      

                                                   
2 例えば普通苗価格が 90 円/本、コンテナ苗価格が 180 円/本、コンテナ苗導入率が 10%の場合、90×0.9＋180×0.1 = 99  

となり、苗木価格は 99 円/本であるものとして植裁経費の計算が行われる。 

表２ 因子管理シート一覧  

表３ 単価等管理表で設定できる因子一覧  

図３ 総括表シート（数値はイメージ） 図４ グラフシート 

 ・植栽本数（樹種別） 

・地拵作業経費単価  

・枝条存置地拵導入率  

・下刈作業経費単価  

・下刈実施年数  

・筋刈導入率  

・除草剤／マルチング単価  

 

・製品生産経費単価  

・立木販売経費単価  

・製品生産収入単価（樹種別） 

・立木販売収入単価（樹種別） 

・立木販売比率  

・素材換算率（主間伐別） 

・割引率  

 

・除伐作業経費単価  

・除伐Ⅱ類作業経費単価  

・天然更新補助作業経費単価  

・天然更新完了率  

・収穫調査経費単価（方法別） 

 

・一貫作業システム導入率  

・一貫作業による経費削減率  

・傾斜補正率（作業種別） 

・植栽作業経費単価  

・普通苗価格（樹種別） 

・コンテナ苗価格（樹種別） 

・コンテナ苗導入率  



（３）ツールの機能 

 本ツールには、利便性を向上させるための複数のマクロ機能を設定してある。その中で

特に重要な機能がレポート作成機能であり、これは単価等の設定変更前後の各種集計

値を記録し、それらを比較することができる機能である。 

まずレポートシート上に配置された「記録を開始する」ボタンを押すと、総括表か

ら、設定変更前の収入及び経費等が転写されると共に、記録を終了するまでの間、単

価等管理シート上で行われた数値の変更がすべて記録される 3。「変更を確定する」ボ

タンを押すと記録は終了し、総括表から設定変更後の数値が転写されると共に、記録

中に変更のあった設定項目が自動的にリストアップされる（図 5）。 

この機能の活用により、各種単価等や低コスト化手法導入率等の変化について、そ

れらが担当区経営全体に与える影響の大きさを明確にし、また各種低コスト化手法の

影響力について具体的に比較をすることができる。  
 

 

 
 

 その他の主な機能については、以下の表に示した通りである（表 4）。これらの機能

はいずれもホーム画面や各シート上のボタンから起動できる。 
 

 

機能名  機能の内容  

対象外小班の除外  森林調査簿データを取り込む際、指定した条件に当てはまる小班を対象から除外

する。指定できる条件は「保護林」「砂防指定地」など。 

CSV データ出力  各計算シートを CSV 形式でファイル出力する。CSV ファイルを「QGIS」等に取込み、

林小班データと結合させることで、データを GIS 上で閲覧・分析できる。 

主伐後の樹種変更  初回主伐後、小班の施業群を変更するよう設定できる。小班ごとに個別に設定でき

るほか、指定した施業群を一括で変更することができる。 

齢級別面積表示  グラフシート上でのボタン操作により年度を変更して、年度ごとの齢級別面積グラフ

を閲覧できる。期間中の変遷をアニメーション表示することも可能。  

                                                   
3 単価等管理表シートに、数値に変更があった際に処理が発生するイベントプロシージャを作成してある。これにより変更され
た数値を特定し、その変更前後の設定値および総括表の変化値をレポートシートに転写する。  

表４ その他の主な機能  

図５ レポートシート（数値は使用イメージを示すための仮定値）  



４．考察 

（１）本ツールの意義 

 本ツールの活用により、担当区の収支等の長期的な推移や構造について簡易な手順

によりイメージを得られると共に、それらの収支等が各種因子の変化に対応してどの

ように変化するのか、具体的に試算することができる。これにより、担当区の収支構

造や、低コスト化手法導入による変化の大きさ、複数の低コスト化手法間における影

響力の差異などについて、より具体的に把握したり比較検討したりすることができる

ようになった。こうした機能を活用することで、担当区の望ましい将来像等について

より具体的に検討することができるものと考えられる。  

 

（２）ツール活用上の留意点 

 本ツールは主として収支について試算を行うツールであり、国有林の森林が持つ多

面的な機能や、生産される木材についての質的な評価は含まない。本ツールの使用に

あたってはこの点を十分に踏まえる必要がある。  

 また本ツールは担当区を主なシミュレーション単位と想定して作成したが、これは

森林官等が自らの担当区について将来像を描けることが重要と考えたこと、及びデー

タ容量や処理速度の都合上、担当区程度のデータ量を想定することが現実的と考えら

れたためである。ツールを使用する際には、国有林の収支等について、担当区単位で

評価することが必ずしも妥当とは限らないことに留意する必要がある。  

 

（３）今後の課題 

 実際の収支を考える上で、獣害対策は重要な位置を占めるが、今回発表時点でのツ

ールではニホンジカ被害対策費用を仮機能として一部導入するに留まっている。本ツ

ールは構造上、新たな種類の経費や収入を計算に追加することが比較的容易に可能で

あり、これら未実装の要素について随時追加していくことが今後の課題である。  

この点も含め、今後本ツールの実用性を高め、業務に活用していくためには、東北

局管内各署の様々な担当区のデータを用いてテストを重ねつつ、地域ごとの特性に応

じてより実態を的確に捉えた試算ができるよう経費・収入項目等の追加や修正を重ね

ていくことが重要である。 
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